
【別紙様式】

学力向上に効果のある取組事例
中津市立山口小学校

A：「山口小」スタイルの確立

④ 「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」の適切な設定

②授業の導入時に
既習事項の確認

本時につながる既習事項を
短時間で復習。

B：「デザイン化」された板書

めあて 課題

考え
スクリーンや
問題文や資料など

キーワード

キーワード

単元
計画

まとめ

⓪【授業前】「めあてシート」「課題シート」「まとめシート」は掲示しておく。
児童は、単元計画をもとに、「めあて」をノートに書いておく。

③【授業中または授業後】ふりかえりは、めあてにもどり、本時でできる
ようになったことや、わかったことなどを書く。キーワードも活用。協働的な活動も行う。

①【授業中】課題は、学年の発達
段階の応じて、子どもたちの言葉
で提示。

②【授業中】
まとめは課題と対応したものに。
まとめの書き出しは、課題の書き出
しと同じに。

①単元計画の可視化
授業の前に掲示。教師と児童で
見通しを持つ。

⑤デザイン化された板書

④検証問題・振り返りまで
行うタイムマネジメント

③ｷｰﾜｰﾄﾞの掲示
大切なキーワードを板書し
授業を行う。


